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第1章 

 

緒 論 

 

1-1. 序 

わが国は経済発展に伴い、労働や生活様式の機械化が進み、慢性的な運動不足になりやすい環境に

ある。食生活でも欧米化による高カロリーな食事が普及したことで、肥満が問題として挙げられるよ

うになった。肥満は生活習慣病と密接に関係していることはよく知られており、体脂肪が蓄積する身

体部位によっては、脂質異常症、糖尿病、高血圧症の発生頻度が高いこと(下方, 1993; 堂地, 2013)

が明らかにされている。したがって、見た目の体型や美しさを気にするだけでなく、身体のどの部位

に体脂肪が蓄積しているかを把握することは、健康的な身体を維持する上で非常に重要な手がかりと

なる。 

WHO の調査(2016)では、日本人女性の BMI の平均値は 21.8 ㎏/㎡であり、アメリカ(29.1 ㎏/㎡)や

イギリス(27.2 ㎏/㎡)といった欧米の国や、中国(23.6 ㎏/㎡)や 韓国(23.2 ㎏/㎡)といった近隣のア

ジアの国と比較しても低いことが報告されている。また、国民健康・栄養調査(2017)によれば、BMIに

よる体型判定基準に基づき日本人女性の体型を分類した結果、日本人女性の肥満の者（BMI≧25.0kg/

㎡）の割合は21.9%であり、低体重の者（BMI＜18.5kg/㎡）の割合は10.3%である。特に20歳代の女

性に限ってみると、肥満の者の割合は5.7%、低体重の者の割合は21.7%であり、肥満の者より低体重

の者の割合が多いことが示されている。このように日本では低体重の若年女性が多くみられるが、低

体重の者は肺炎や結核などの感染症の発病率が高いこと(下方ほか, 2001)や、無理なダイエットによ

り女性ホルモンのバランスが崩れ、無月経症や骨密度の低下(平間, 2005）が起こることが報告されて

いる。したがって、日本の若年女性においては、肥満による生活習慣病のリスクだけではなく、低体

重による健康障害も大きな課題である。すなわち、肥満と低体重の両方の体型から若年女性の身体組

成を検討するとともに、その特徴を把握する必要があると考えられる。しかしながら、体型という観

点から身体組成を検討した先行研究は少なく、十分な知見が得られていない。 

また、BMI を指標とした体型判定基準では普通に判定されるにも関わらず、体脂肪率を指標とした

体型判定基準では肥満と判定される正常体重肥満（いわゆる隠れ肥満）が増加している。このような

体型判定の違いは、BMI による体型判定が身長と体重の数値のみを用いて計算するため、体重に占め

る体脂肪と筋肉を区別できないことにより起こる。これらのことから、体型を評価する際には、BMIと

体脂肪率を併用することが重要であると考えられる。 
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そこで本研究では、一般女子大学生を対象として、体型別にみた体脂肪分布の特徴、体脂肪の季節

変化の部位差、体型別にみたBMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響を検討し、体型と身体組成の

関係を明らかにするとともに、BMIと体脂肪率による体型評価についての検討を行った。 

 

1-2. 研究小史 

ここでは、現在までに得られているBMI及び体脂肪率による体型判定基準、日本人若年女性の体型、

女性における体脂肪分布、体脂肪の増加と減少の部位差、体型と体力の関係及び本研究で用いる測

定方法の原理と妥当性に関する知見を述べるとともに、一般女子学生の体型と身体組成の関係を

検討する上で解決すべき問題点を明らかにする。 

 

1-2-1.BMI及び体脂肪率による体型判定基準と日本人若年女性の体型 

ヒトの体型を判定する際の国際的な指標はBMIであり、その体型判定基準はWHOにより定められて

いる。BMIによる体型判定基準は国によって異なり、日本では2000年に日本肥満学会がBMIに基づい

た日本人成人の体型判定基準を報告し、2011年に一部修正が加えられている(村田, 2015)。BMIは身

長と体重から計算され、体脂肪量とよく相関すること(日本肥満学会, 2001)から、簡便な体型判定基

準として有用とされている。一方、日本における体脂肪率による体型判定基準について、日本肥満学

会(2001)は男性が 20%以上、女性(15 歳以上)が 30%以上を肥満としているものの、低体重や普通とい

った体型の基準値については明確にしていない。体脂肪率による体型判定基準は散見されるが、統一

の体型判定基準は定められておらず、どの体型判定基準を採用するかは各研究者の判断によるもので

ある。先述したようにBMIによる体型判定基準は簡便で男女共通であることから有用性は高いが、体

脂肪率が考慮されていないため、アスリートのような筋肉質で高体重の者を「肥満」と判定したり、

高体脂肪率で低体重の者を「やせ」と判定する可能性を含んでいる。したがって、体型をより正確に

判定するには、BMIと体脂肪率を併用する必要があると考えられる。 

現在、日本では若年女性の低体重の者の増加が社会問題となっている。Takimoto et al.(2004)は、

1976～2000年の国民健康・栄養調査から15～29歳の若年女性を5歳刻みの3群に分け、BMIの体型判

定基準により「低体重」に分類される女性の割合の5年毎の推移を検討している。その結果、15～19歳

の群及び 20～24 歳の群とも 1976～1980 年では、それぞれ 12.4%、15.8%であったのに対して、1996～

2000 年では、18.3%、22.9%と有意に増加していることを明らかにしている。したがって、日本の若年

女性における「低体重」の割合は、1970年代後半から2000年にかけて増加傾向を示している。Sugawara 

et al.(2009)は、アメリカ、韓国及び日本の女性の年齢とBMIの関係を検討している。その結果、10代
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後半から20代前半にかけての平均BMIの変化において、アメリカ人女性は増加し、韓国人女性はほぼ

横ばいであるのに対して、日本人女性では平均BMIが減少していることを示している。このような不自

然なやせ傾向は、アメリカや韓国の女性にはみられず、日本独特のものであることを指摘している

（Fig.1）。この年代の女性は身長の発育が完了していることから、日本人女性の平均BMIの減少は体重

の減少によるものだと考えられる。また、学生の健康白書2015(2018)によれば、BMIによる体型判定基

準により日本の女子大学生の体型を分類した結果、低体重の割合が15.7%、普通が78.4%、肥満が5.8%

であったと報告されている（Table 1）。したがって、日本の女子大学生においても、肥満の者より低体

重の者が多いことが示されている。 

 

1-2-2. 女性における体脂肪分布 

ヒトの体脂肪の性差については、思春期前の男女の身体組成の比較から、思春期以前から男性より

女性の方が体脂肪量が多いこと(北川, 1991)や、成人期以降の男女の皮下脂肪厚の比較から、身体の

すべての部位において、女性が男性よりも有意に高値を示すこと(安部・福永, 1995)が報告されてお

り、女性の体脂肪量は男性に比べて著しく多い。また、女性の体脂肪分布は男性と大きく異なり、一

般的に成人女性の体脂肪は皮下脂肪が多く、臀部や大腿部といった部位に蓄積しやすい下半身型を示

す傾向が強い(下方, 1993;安部・福永, 1995)。これは女性ホルモンのエストロゲンが内臓脂肪の分解

を促進して、皮下脂肪に変える作用をもっていること(奥田, 2018)や、プロゲステロンが大腿部への

脂肪の蓄積を促進するためである(湯浅, 1996)。しかしながら、女性は加齢や閉経の影響により女性

ホルモンの分泌が減少するため、内臓脂肪が増加して上半身蓄積型に移行すること(堂地, 2003, 

2013)や、臀部や大腿部といった下半身の皮下脂肪が減少し(Fukunaga et al., 1993;斉藤・田村, 2002)、

腹部や体幹部といった上半身の皮下脂肪が増加すること(Kohrt et al., 1992;Fukunaga et al., 

1993)が報告されている。これらのことから、若年層と中・高年層の女性の体脂肪分布には世代間の特

徴があるため、女性の体脂肪分布を検討する際には、年齢だけでなく閉経といった女性特有の要因を

十分に考慮する必要があると考えられる。 

一方、体型を基準として被検者を分類し、女性の体脂肪分布を体型間で比較した研究はあまりみら

れず、超音波法により全身の皮下脂肪厚を計測し、皮下脂肪分布を検討したもの(安部・福永, 1995;

島崎ほか, 2002)や磁気共鳴画像法(Magnetic Resonance Imaging:以下MRI法)による画像から顔面部

の皮下脂肪面積を算出し、皮下脂肪分布を検討したもの(佐藤, 2004)、二重エネルギーX線吸収測定

法(Dual Energy X-ray Absorptiometry:以下 DXA 法)により体脂肪分布を検討したもの(恩田ほか, 

2001)が散見される程度である。例えば、安部・福永(1995)は、痩身者と肥満者の身体各部の皮下脂肪 



4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 
 

厚を比較し、肥満者の皮下脂肪厚は痩身者の約2.0～2.5倍の値を示すことを報告している。さらに両

者の皮下脂肪厚に体表面積を乗じて皮下脂肪量を算出し、総体脂肪量に対する各セグメントの体脂肪

量の割合を比較した結果、両者の体脂肪分布には明らかな差がみられず、肥満による皮下脂肪蓄積の

特徴が観察できなかったという（Fig.2）。佐藤ほか(2004)は、MRI 法の画像から顔の皮下脂肪面積を

算出し、痩身、普通、肥満の3つの体型間で比較を行い、顔面部の皮下脂肪面積は痩身体型が小さく、

肥満体型で大きいことを明らかにし、顔面部の皮下脂肪面積は概ねBMIの増減に連動していることを

示唆している。一方、恩田ほか(2001)は、女子柔道選手を対象として、DXA 法により得られた総体脂

肪量に占める身体各部の体脂肪量の割合から国際柔道連盟の体重区分による階級間での体脂肪分布を

検討している。その結果、軽量級や中量級に比べて、重量級は体幹部の体脂肪量の割合が高く、下肢

の体脂肪量の割合が低いことを明らかにし、階級間で体脂肪分布が異なることを示唆している。この

ように、肥満の者ほど身体各部の体脂肪量が多いことは明白であるが、体型別に体脂肪分布を比較し

た場合、どのような特徴がみられるかについては、十分な知見が得られていない。 

 

1-2-3. 女性における体脂肪の増加と減少の部位差 

体脂肪の増加の部位差については、一般的な女性や肥満者と痩身者を対象として、身体各部の皮下

脂肪厚の比較することで体脂肪の多い部位を特定し、体脂肪が増加しやすい身体部位を横断的に明ら

かにしているものが多くみられる(矢ヶ崎･豊川, 1989;斉藤･田村, 1994;安部･福永, 1995；古泉, 

1998)。湯浅・後藤(1993)は、女性の体幹と体肢の推定総皮下脂肪量と皮下脂肪厚の関係を検討してい

る。その結果、推定皮下脂肪量と皮下脂肪厚との回帰式の勾配が大きな部位が腹部と大腿部であるこ

とを明らかにし、腹部や大腿部では総体脂肪量の増加にともなう脂肪沈着の割合が他の部位より大き

いことが推察できたとしている。すなわち、この結果は体脂肪の増加には部位差があることを示唆す

るものである。 

一方、体脂肪の減少の部位差について、安部・福永(1995)は、3 ヶ月間の減量トレーニングによっ

て体重が約6kg減少した若年女性の皮下脂肪分布を検討している。その結果、皮下脂肪量の低下率が

最も大きかったのは体幹部であり、大腿部や下腿部の低下率は非常に小さなものであったとしており、

皮下脂肪量の減少に部位差がみられることを報告している。また、この研究で体脂肪の減少に成功し、

皮下脂肪の減少に特徴がみられた4名の皮下脂肪分布をみると、皮下脂肪が低下する部位には個体差

がみられ、主に体幹部が低下するタイプや大腿部にも低下がみられるタイプも確認されている(Fig.3)。

しかしながら、被検者数が少ないこともあり、体脂肪の減少の部位差については十分な知見が得られ

ているとはいえない。 
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1-2-4. 女性における体型と体力の関係 

若年女性の体型は、Heath & Carter法(Bale et al.1985；太田・太田, 1990)、標準体重(永野, 

1983)、肥満度(佐伯ほか, 1999)、BMI(徳田, 2000；横山ほか, 2001)及びBMIと体脂肪率の両方(上

田・川原, 1998)といった指標により分類され、体型と体力の関係が検討されている。例えば、肥満度

から体型を分類した研究(佐伯ほか, 1999)では、反復横跳び、垂直跳び及び踏台昇降はやや痩せの群

が優れており、握力及び背筋力は肥っている群が優れていることが報告されている。また、女子大学

生を対象にBMIから体型を分類した研究(徳田, 2000)によれば、握力及び背筋力において肥満群が普

通群及び痩身群より有意に優れている反面、垂直跳びでは肥満群が普通群より有意に劣っているとい

う(Table 2)。これらの報告から、体重移動を伴わない筋力発揮では肥満群が優れているのに対し、体

重移動を伴うような筋力発揮では肥満群が劣っていると考えられる。また、体型と総合的な体力の関

係では、BMI と体脂肪率がともに適性の群と BMI が肥満で体脂肪率が適性の群の総合体力が他の群に

比べて高くなる傾向が認められること(上田・川原, 1998)や、低BMI群の総合的な体力は高BMI群及

び中BMI群に比べて有意に劣っていること(齊藤・名雪, 2001)が明らかにされている。 

一方、体脂肪率及び除脂肪量と体力の相関関係を検討した熊谷ほか(2014)は、女子では体脂肪率と

握力を除く体力測定項目の間には有意な関係がみられず、除脂肪量と各体力測定項目には有意な関係

がみられることから、除脂肪量が体力に影響を及ぼしていることを報告している。鈴木・立身(1993)

は、体脂肪率や除脂肪量が単独で体力に影響するのではなく、両者の相対的な関係により体力に影響

することを指摘しており、体脂肪量と除脂肪量の両面から分析することの重要性を示唆している。 

 

1-2-5. 生体電気インピーダンス法による身体組成の測定原理と妥当性 

身体組成の間接的な測定方法として、水中体重秤量法、空気置換法、キャリパー法、超音波法、DXA

法、生体電気インピーダンス法(Bioelectrical impedance analysis:以下BIA法)などが挙げられ、こ

れらの測定方法は身体組成の有用な測定方法として認められている。しかしながら、測定の精度や正

確性を求めると測定装置が高価になり、被検者にかかる負担が増える。逆に、測定の簡便性を求める

と測定の精度や再現性が問題視される。したがって、どの測定方法を採用したとしても、それぞれに

メリットとデメリットがある。 

これらの身体組成の測定法のなかで、DXA法は現在のゴールドスタンダード(石井ほか, 2013)とさ

れている。2種のエネルギーのX線を照射して、各組織での透過率差から骨塩量と軟部組織量を求め、

次いで散乱によるエネルギー減衰係数比から軟部組織での体脂肪量と除脂肪量の割合を得る方法(方 

波見・田中, 2009)であり、体脂肪及び除脂肪の推定値の信頼性も高い。しかし、DAX法は高精度であ 
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る反面、高額な設備で微量ながらも放射線を使用するため、医師もしくは専門の技師でなければ扱え

ないという難点がある。一方、BIA 法は測定機器が安価なものが多く、非侵襲的であり測定時間も短

時間である。水分を多く含む除脂肪組織は、電気伝導性に優れることから電気抵抗が小さく電気伝導

体と考えられ、逆に水分をほとんど含まない脂肪組織は、電気伝導性に劣ることから電気抵抗が大き

く非伝導体とみなすことができる。この電気伝導性の大きな違いを利用して、生体に微弱な電流を伝

導して計測した生体電気インピーダンスから身体組成を推定するという原理に基づいている(田中ほ

か, 2001)。 

これまでにDXA法とBIA法による身体組成評価の妥当性については、数多くの検討がなされており、

全身の体脂肪率及び体脂肪量において、両測定法の間に有意な相関関係が認められること(Sato et al, 

2007)が明らかにされている(Table 3)。また、両測定法によって得られた全身の体脂肪率や体脂肪量

の値を比較した場合、両測定法の間に有意な差がみられないという報告（仲ほか, 2005; Boneva-

Asiova et al, 2008; 水野ほか, 2012）や両測定法の間に有意な差がみられるという報告(Sato et 

al,2007; Siobhan et al, 2012; Brooks et al, 2018)があり、一様な結果が得られていない。また、

BIA法は種々の改良により、身体部位別に身体組成を推定できる機器が開発され、DXA法との比較から

その有用性が検討されている。Sato et al(2007)は、身体部位別のBIA法とDXA法によって得られた

体脂肪率及び体脂肪量の比較を行っている。その結果、腕部、脚部及び体幹部の体脂肪率と体脂肪量

において、両測定法の間に有意な相関関係がみられることを報告している(Table 3)。このような結果

は、滝川ほか(2011)や Brooks et al.(2018)の報告においても同様に得られている。また、身体部位

別のBIA法とDXA法により得られた腕部、脚部及び体幹部の体脂肪率と体脂肪量を比較した場合も、

両測定の間に有意な差がみられないという報告(仲ほか, 2005)と身体部位によっては有意な差がみら

れるとの報告(Sato et al, ;Brooks et al:滝川ほか, 2011;Siobhan et al, 2012)がある。 

このように身体組成の測定法は多種多様であり、得られる測定値は測定方法によってある程度の差

異がみられること(北川, 1998)や、異なる測定法から求めた値がわずかな違いもなく一致することは、

各測定法の方法論上の違いにより生じる誤差などを考えると困難であること(大河原ほか, 2003)が指

摘されている。したがって、研究対象や測定場所、測定の目的に応じて、測定方法を使い分けること

が必要である。 

 

1-3.研究目的 

ヒトの身体組成は健康と密接な関係があることから、これまでに多くの研究がなされてきた。現在 

の日本人若年女性は、肥満の者より低体重の者の割合が高いことから、肥満と低体重の両方の体型か 
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ら身体組成を検討するとともに、その特徴を把握する必要があると考えられる。また、体型を評価す

る際には、BMI と体脂肪率を併用した評価が重要であると考えられる。しかしながら、体型という観

点から身体組成を検討した先行研究は少なく、十分な知見が得られていない。したがって、一般女子

大学生における体型と身体組成の関係を明らかにするための研究課題は、以下のように要約される。 

 

1)体型間での皮下脂肪分布や体脂肪分布を比較した先行研究では、被検者を分類する際に体脂肪率に

よる独自の体型判定基準を採用しているものや、現在、日本で一般的に使用されているBMIによる

体型判定基準と体型区分の基準値が異なっているものもある。したがって、現在の女性の3つの体

型（低体重、普通、肥満）における体脂肪分布を反映していない可能性が考えられる。また、被検

者の中に若年層と中・高年層の女性が混在しており、加齢や閉経といった要因が研究結果に影響を

及ぼしている可能性もある。 

 

2)体脂肪の増加の部位差に関する先行研究では、身体各部の皮下脂肪厚を比較することで体脂 

肪の多い部位を特定し、体脂肪が増加しやすい身体部位を横断的に明らかにしているものが 

多い。したがって、若年女性を対象として、体脂肪が増加しやすい身体部位の縦断的な検討 

はなされていない。また、体脂肪の減少の部位差に関する先行研究では、若年女性を対象に 

一定期間の運動介入後の皮下脂肪厚を比較することにより、体脂肪が減少しやすい部位を明 

らかにしているものの、対象となる被検者数が非常に少数である。また、若年女性を対象と 

した報告は極めて少ない。 

 

3)体型と体力に関する先行研究では、様々な指標により女性を体型別に分類し、体力の特徴を 

横断的に検討したものが主である。また、BMIから若年女性を体型別に分類し、BMIの変化に 

伴う体力の変化を検討した先行研究では、BMIの変化に伴う体力評価得点の変化は明らかに 

されているものの、BMIの変化の内容が明らかにされておらず、体脂肪量や除脂肪量がどの 

ように変化したかは不明である。 

 

そこで本研究では、一般女子大学生を対象として、体型別にみた体脂肪分布の特徴、体脂肪の季節

変化の部位差、体型別にみたBMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響を検討し、体型と身体組成の

関係を明らかにするとともに、BMIと体脂肪率による体型評価について検討した。 

なお、本研究の測定を実施するにあたり、全被検者に対して本研究の目的、測定方法及び安全性に
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ついて十分説明し、研究への参加の同意を得た。また、本研究は昭和大学富士吉田教育部倫理委員会

の承認（承認番号:No.6, 2010）及び昭和大学医学部医の倫理委員会の承認（承認番号:No.1784, 2015）

を得て実施した。 
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第2章 

 

研究Ⅰ:一般女子大学生の体型別にみた体脂肪分布の特徴 

 

2-1. はじめに 

日本人女性を対象として、体型間での皮下脂肪分布や体脂肪分布を比較した研究(安部・福永, 1995;

島崎ほか, 2002;佐藤ほか, 2004)では、被検者を分類する際に体脂肪率による独自の体型判定基準を

採用しているものや、現在、一般的に使用されている日本肥満学会のBMIによる体型判定基準と体型

区分の基準値が異なっているものもある。したがって、現在の女性の3つの体型（低体重、普通、肥

満）における体脂肪分布を反映していない可能性が考えられる。また、被検者に若年層と中・高年層

の女性が混在しているもの(島崎ほか, 2002)もあり、加齢や閉経といった要因が体脂肪分布に影響を

及ぼしている可能性も考えられる。これらのことから、現在、一般的に使用されているBMIによる体

型判定基準(日本肥満学会, 2001)と体脂肪率による体型判定基準(高橋ほか, 2002;武田ほか, 2017;

厚生労働省, online)の両方を用いて被検者の体型を一致させることで分類し、比較的簡便な BIA 法

により多人数の被検者の体脂肪分布を体型間で比較することは意義深いと考えられる。 

本研究では、一般女子大学生を対象としてBIA法を用いて体脂肪分布を様々な体型間で比較するこ

とにより、各体型の体脂肪分布の特徴を明らかにすることを目的とした。 

 

2-2. 方 法 

A. 被検者 

被検者は、全寮制生活を送る一般女子大学生300名とした。被検者を日本肥満学会のBMIによる体

型判定基準(日本肥満学会, 2001)及び体脂肪率による体型判定基準(高橋ほか, 2002;武田ほか, 

2017;厚生労働省, online)を参考にして、BMIと体脂肪率の2つの指標を用いて評価した。本研究で

はBMIによる体型判定基準を、低BMI(BMI＜18.5kg/㎡)、普通BMI(18.5kg/㎡≦BMI＜25.0kg/㎡)、高

BMI(25.0kg/㎡≦BMI)の 3つに定義し、体脂肪率による体型判定基準を、低体脂肪（20.0%未満）、普通

体脂肪（20.0%以上 25.0%未満）、高体脂肪予備（25.0%以上 30.0%未満）、高体脂肪（30.0%以上）の 4

つに定義した。これらを組み合わせることにより、被検者の体型評価を行い、低 BMI 低体脂肪群

(LBLF:Low BMI/Low Fat)17名、低BMI普通体脂肪群(LBNF:Low BMI/Normal Fat)32名、普通BMI普通

体脂肪群(NBNF:Normal BMI/Normal Fat)48名、普通BMI高体脂肪予備群(NBPF:Normal BMI/Pre-High 

Fat)137 名、普通 BMI 高体脂肪群(NBHF:Normal BMI/High Fat)55 名、高 BMI 高体脂肪群(HBHF:High 
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BMI/High Fat)11名の6つの群に分類した(Table 4)。被検者の年齢及び身体的特性をTable 5に示し

た。被検者にはあらかじめ研究の目的、方法及び安全性を説明し、書面による研究への参加の同意を

得た。本研究は、昭和大学医学部医の倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号:No.1784, 2015）。 

 

B. 身長、身体組成の測定及び内臓脂肪レベルの判定 

 身長は身長計(ST-2M, YAGAMI社製)を用いて測定した。体重、体脂肪率、総体脂肪量、総筋肉量、

身体部位別(腕部,脚部,体幹部)の体脂肪量の測定及び内臓脂肪レベルの判定には、マルチ周波数体組

成計(MC-190, TANITA社製, Fig4)を用いて、両手と両足の8電極間のBIA法により実施した。なお、

身体部位別の体脂肪量の測定は、上腕部、前腕部及び手部を合わせた腕部、大腿部、下腿部及び足部

を合わせた脚部、胴体である体幹部の3部位とし、腕部及び脚部については左右の値の合計値をそれ

ぞれの部位の値として採用した。また、これらの3部位の値から腕部及び体幹部の体脂肪量の合計値

を上半身体脂肪量、脚部の体脂肪量の値を下半身体脂肪量とした。BIA 法による測定誤差を最小限に

するために、先行研究(朝井ほか, 2005;原田ほか, 2018)に準拠し、被検者には起床後すぐに排尿のみ

を済ませた後に測定をした。測定時の着衣は、T シャツとジャージに統一し、貴金属や装飾品は身に

つけないようにした。 

 

C. BIA法によって得られた測定値の再現性と測定誤差 

 本研究では、BIA 法により得られる測定値の再現性を検討するために、一般女子大学生 9 名を対象

に連続 3 回の身体組成の測定を実施した。3 回の測定によって得られた各測定項目の測定値を対応の

ある一元配置の分散分析により検討した結果、3 回の測定値の間に有意な差異は認められなかった。

また、各被検者の3回の測定値の変動係数の平均値を算出した結果、すべての測定項目の変動係数は

1.5%未満であった(Table 6)。これらのことから、本研究で用いた測定機器によって得られた測定値の

再現性は高く、測定誤差は小さいものであると判断した。 

 

D. 統計処理 

 すべての測定項目の平均値の差の検定には、対応のない一元配置の分散分析を用いた。要因に有意

な主効果が認められた場合には、ホルムの多重比較により有意性の検定を行った。また、内臓脂肪レ

ベルと体幹部体脂肪量の関係は、ピアソンの相関係数を用いて分析した。いずれも有意水準は5%未満

とし、これらの統計処理には、R.version3.0.0を用いた。 
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2-3 結 果 

A．全被検者におけるBMIと体脂肪率の分布状況 

 Fig.5に全被検者におけるBMIの分布状況を示した。BMI22.0～23.0kg/㎡が最も多く分布し 

ており、全体の32.7%を占めていた。 

Fig.6に全被検者における体脂肪率の分布状況を示した。体脂肪率25.0～30.0%が最も多く 

分布しており、全体の45.0%を占めていた。 

 

B. 身体組成及び内臓脂肪レベルの群間比較 

 Table 7に身体組成及び内臓脂肪レベルの群間比較を示した。体重はHBHFが最も高値であり、LBNF、

NBNF、NBPF、NBHF、HBHF の順で有意に高値を示した。体脂肪率及び総体脂肪量では HBHF が最も高値

であり、LBLF、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示した。総筋肉量ではHBHFが最も

高値であり、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示した。内臓脂肪レベルではHBHFが

最も高値であり、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示した。 

 

C. 上半身及び下半身体脂肪量の群間比較 

 Table 8に上半身及び下半身の体脂肪量の群間比較を示した。上半身及び下半身ともHBHFが最も高

値であり、LBLF、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示した。 

 

D. 上半身体脂肪量に対する下半身体脂肪量の比の群間比較 

Table 9は上半身体脂肪量に対する下半身体脂肪量の比の群間比較を示したものである。上半身体

脂肪量に対する下半身体脂肪量の比は、LBLFが最も高値であり、HBHF、NBHF、NBPF、NBNF、LBNF、LBLF

の順で有意に高値を示した。 

 

E. 身体各部の体脂肪量の群間比較 

 Table 10に身体各部の体脂肪量の群間比較を示した。腕部、脚部及び体幹部のすべての部位におい

て、HBHFが最も高値であり、LBLF、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示した。 

 

F. 総体脂肪量に占める身体各部の体脂肪量の割合の群間比較 

 Table 11は総脂肪量に占める身体各部の体脂肪量の割合を群間比較したものである。腕部ではHBHF

が最も高値であり、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示した。脚部ではLBLFが最 
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も高値であり、HBHF、NBHF、NBPF、NBNF、LBNF、LBLFの順で有意に高値を示した。体幹部ではHBHFが

最も高値であり、LBLF、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示した。 

 

G. 体幹部体脂肪量と内臓脂肪レベルの関係 

 Fig.7 に体幹部体脂肪量と内臓脂肪レベルの関係を示した。体幹部脂肪量と内臓脂肪レベルの間に

は、有意な相関関係がみられた。 

 

2-4 論 議 

A.上半身及び下半身の体脂肪分布の体型間比較 

本研究では、BMIと体脂肪率の両方の体型判定基準を用いて一般女子大学生を6つの体型に分類し、

BIA 法により得られた身体各部の体脂肪量から体脂肪分布を体型間で比較した。その結果、上半身及

び下半身の体脂肪量はLBLF、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示し、上半身に対す

る下半身の体脂肪量の比は、HBHF、NBHF、NBPF、NBNF、LBNF、LBLFの順で有意に高値を示した。上半

身に対する下半身の体脂肪量の比を体型毎にみると、LBLF は 1.5±0.4、LBNF は 1.1±0.1、NBNF は

1.0±0.1、NBPF は 0.8±0.1、NBHF は 0.7±0.1、HBHF は 0.6±0.1 であった。これらの結果から、体

脂肪分布の特徴を体型毎にまとめると、LBLF 及び LBNF は上半身より下半身に体脂肪が多く分布し、

NBNFは上半身と下半身の体脂肪分布が同等、NBPF、NBHF及びHBHFは下半身より上半身に体脂肪が多

く分布するという3つのパターンに分類できる。 

一般的に男性に比べて女性の体脂肪は、臀部や大腿部といった下半身に多く蓄積する傾向が強いこ

と(下方, 1993;安部・福永, 1995)が指摘されている。本研究の結果において、この指摘はLBLF及び

LBNF には当てはまるものの、NBNF、NBPF、NBHF 及び HBHF には当てはまらず、特に NBPF、NBHF 及び

HBHFでは体脂肪が下半身よりも上半身に多く分布している。女性の体脂肪分布を人種間で比較した先

行研究(Wu et al., 2007;Rush et al., 2009)によれば、総体脂肪量に占める体幹部や腹部の体脂肪

の割合が高いことがアジア人女性の体脂肪分布の特徴とされている。安部・福永(1995)は、20～30歳

代の若年女性の皮下脂肪分布の国際比較から、日本人や韓国人といったアジアの女性の方が欧米の白

人女性より腹部などの体幹部に皮下脂肪の蓄積が強い傾向があると報告している。また、下方(1993)

も日本人女性が欧米の白人女性と比べて相対的に臀部に体脂肪が少なく腹部に多い腹部型の体脂肪を

持っており、わずかな肥満でも腹部に体脂肪が集中しやすいことを示唆している。したがって、NBPF、

NBHF 及び HBHF の体脂肪が、臀部や大腿部といった下半身よりも腹部や体幹部といった上半身に多く

分布していることは、肥満や肥満傾向のアジア人女性の特徴であると考えられる。 
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また、若年女性に多い正常体重肥満傾向や正常体重肥満は、BMI による体型判定基準では普通に分

類されるが、体脂肪率による体型判定基準では普通と肥満の中間や肥満に分類される。本研究の結果

から、体脂肪分布を上半身と下半身の2つに大別して考えた場合、NBPFの体脂肪分布はNBNFと HBHF

の中間的なものであり、NBHFの体脂肪分布はNBNFよりHBHFに類似していると考えられる。これらの

ことから、女性の体脂肪分布には、人種、年齢、閉経の影響だけではなく、体型の要因も十分に考慮

する必要がある。 

 

B.身体各部の体脂肪量及び体脂肪分布の体型間比較 

身体各部の体脂肪量を体型間で比較した結果、腕部、脚部及び体幹部のすべての部位においてLBLF、

LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で体脂肪量が有意に高値を示した。これらの結果は、先行研究(安

部・福永, 1995;島崎ほか, 2002;佐藤ほか, 2004)を支持するものであった。また、皮下脂肪が局所的

にある部位に集中して蓄積することはありえない(安部・福永, 1995)という指摘や、全身の体脂肪の

増加は身体各部の体脂肪が増加することによって生じている(弓桁ほか, 2015)という報告と一致する

ものであった。したがって、身体の総体脂肪量の増加が身体各部に体脂肪がまんべんなく蓄積するこ

とによってもたらされること(安部・福永, 1995;弓桁ほか, 2015)が再確認され、肥満の者ほど身体の

どの部位においても体脂肪量が多いと考えられる。 

総体脂肪量に占める体幹部の体脂肪量の割合では、LBLF、LBNF、NBNF、NBPF、NBHF、HBHFの順で高

値を示し、脚部の体脂肪量の割合はHBHF、NBHF、NBPF、NBNF、LBNF、LBLFの順で高値を示した。これ

らの結果は、DXA法により体重区分での階級別の柔道選手の体脂肪分布を検討した先行研究の結果(恩

田ほか, 2001)と類似するものであった。これまでの先行研究(下方, 1993;安部・福永, 1995)では、

日本人女性は欧米の白人女性に比べて臀部や大腿部の体脂肪が少なく腹部の体脂肪が多いことから、

わずかな肥満でも腹部に体脂肪が集中しやすいことが示唆されている。先述したように、日本人女性

は体幹部に体脂肪が蓄積しやすいという特徴を有したアジア人であり、その特徴は肥満の者ほど顕著

であると考えられる。また、奥田(2018)は日本人女性には腹囲やBMIの両方がメタボリックシンドロ

ームの基準値内であっても、内臓脂肪、脂質、血圧、血糖が高い隠れメタボリックシンドロームの者

が多く、内臓脂肪型肥満に注意が必要であることを示唆している。本研究においても、内臓脂肪レベ

ルがNBPF、NBHF、HBHFの順で有意に高値を示したことや、体幹部体脂肪量と内臓脂肪レベルの間に有

意な相関関係が認められたことから、体幹部体脂肪量は内臓脂肪量を反映し、肥満の者ほど体幹部体

脂肪量に占める内臓脂肪量が多いと推測される。 

女性の皮下脂肪分布を体型間で比較すると、痩身者と肥満者の皮下脂肪分布には明らかな差がない



32 
 

(安部・福永, 1995)といわれており、本研究の結果と異なっている。DXA法やBIA法により体脂肪分

布を比較した場合、体幹部の体脂肪量には皮下脂肪だけではなく内臓脂肪も含まれる。一方、超音波

法による皮下脂肪厚から体脂肪分布を比較した場合は、当然ながら、体幹部の体脂肪量に内臓脂肪は

含まれない。これらのことを踏まえると、本研究のように内臓脂肪を含めて体脂肪分布を体型間で比

較した場合は、体型間に体脂肪分布の違いがみられるが、内臓脂肪を含めず皮下脂肪分布を体型間で

比較した場合には、体型間に皮下脂肪分布の違いがみられないことになる。したがって、体型間で体

脂肪分布を比較する際には、体幹部の体脂肪の中に内臓脂肪を含めるか否かによって結果に違いが生

じる可能性が考えられる。このことも体型間の体脂肪分布の違いに影響を及ぼしたのではないかと推

察される。 

 

2-5．要約 

本研究では、一般女子大学生を対象として、BIA 法を用いて体脂肪分布を様々な体型間で比較し、

各体型の体脂肪分布の特徴を明らかにした。その結果、以下の知見が得られた。 

 

1)上半身体脂肪量に対する下半身体脂肪量の比から体脂肪分布をみると、LBLF 及び LBNF は上半身よ

り下半身に体脂肪が分布し、NBNFは上半身と下半身が同等に分布、NBPF、NBHF及びHBHFは下半身

より上半身に体脂肪が分布していると考えられた。 

 

2)総体脂肪量に占める身体各部の体脂肪量の割合から体脂肪分布をみると、肥満の者(HBHF)ほど体幹

部に体脂肪が分布し、低体重の者(LBLF)ほど脚部に体脂肪が分布していることから、体型間で体脂

肪分布に違いがあると考えられた。 

 

3)体幹部体脂肪量と内臓脂肪レベルの間には、高い相関関係が認められたことから、体幹部体脂肪量

は内臓脂肪量を反映し、肥満の者ほど体幹部体脂肪量に占める内臓脂肪量が多いと考えられ、この

ことが体型間の体脂肪分布に影響を及ぼしている可能性が示唆された。 
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第3章 

 

研究Ⅱ:一般女子大学生の体脂肪の季節変化の部位差 

 

3-1. はじめに 

これまでの体脂肪の増加に関する研究(矢ヶ崎･豊川, 1989;斉藤･田村, 1994;安部･福永, 1995；古

泉, 1998)では、一般的な女性や肥満者と痩身者を対象として、超音波法により身体各部の皮下脂肪厚

を測定し、比較することにより体脂肪の増加しやすい部位を横断的に明らかにしているものがほとん

どである。一方、同一の被検者を対象として、一定期間の運動介入後に身体各部の体脂肪にどのよう

な変化が生じたのかを検討した研究(Sidney et al., 1977;Despres et al., 1985)は散見される。し

かしながら、これらの研究は高齢な男女及び男性を対象として、キャリパー法を用いて測定した皮下

脂肪厚から体脂肪の減少した部位を明らかにしたものである。また、安部・福永（1995）による運動

介入の研究では、若年女性1名を対象としたものであり、若年女性における身体部位別の体脂肪の減

少やその部位差については十分な知見は得られていない。したがって、比較的簡便に体脂肪を計測で

きるBIA法を用いて、若年女性の全身の体脂肪の著しい季節変化を身体部位別に増加と減少の両面か

ら検討することや、体脂肪の季節変化の部位差を明らかにすることは意義深いと考えられる。 

本研究では、一般女子大学生を対象に全身及び身体各部の体脂肪の季節変化を検討するとともに、

体脂肪の季節変化の部位差を明らかにすることを目的とした。 

 

3-2. 方 法 

A. 被検者 

被検者は、全寮制生活を送る一般女子大学生 142 名とした。また、本研究では全被検者における 6

月と12月の全身体脂肪率の差の平均値＋1標準偏差により、全身体脂肪率に顕著な増加がみられた21

名を増加群(IG:Increased Group)、全身体脂肪率の差の平均値－1標準偏差により、全身体脂肪率に

顕著な減少がみられた 24 名を減少群(DG:Decreased Group)として抽出し、体脂肪の増減の部位差を

分析する際の対象とした。Table 12に 6月の測定時における被検者の年齢及び身体的特性を示した。

被検者にはあらかじめ研究の目的、方法及び実験における安全性を説明し、書面によって実験への参

加の同意を得た。本研究は、昭和大学富士吉田教育部倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号:No.6, 

2010）。 
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B. 身長及び身体組成の測定 

身長は身長計(ST-2M, YAGAMI社製)を用いて測定した。体重、全身体脂肪率、身体部位別の体脂肪

率及び全身筋肉量の測定には、体組成計(BC-621, TANITA社製, Fig8)を用いた。なお、身体部位別の

体脂肪の測定は、上腕部、前腕部及び手部を合わせた腕部、大腿部、下腿部及び足部を合わせた脚部、

胴体である体幹部の3部位とし、腕部及び脚部については左右の値の平均値をそれぞれの部位の値と

して採用した。測定は先行研究の結果(弓桁･堀川, 2011)から、被検者の全身体脂肪量が最も低いと考

えられる 6 月と最も高いと考えられる 12 月に実施した。なお、インピーダンス法による測定誤差を

最小限にするために、先行研究(朝井ほか, 2005)に準拠し、被検者には起床後すぐに排尿のみを済ま

せた後に測定をした。測定時の着衣は、Tシャツとジャージに統一した。 

 

C. BIA法によって得られた測定値の再現性と測定誤差 

 本研究では、BIA 法により得られる測定値の再現性を検討するために、一般女子大学生 9 名を対象

に連続 3 回の身体組成の測定を実施した。3 回の測定によって得られた各測定項目の測定値を対応の

ある一元配置の分散分析により検討した結果、3 回の測定値の間に有意な差異は認められなかった。

また、各被検者の3回の測定値の変動係数の平均値を算出した結果、すべての測定項目の変動係数は

1.2%未満であった(Table 13)。これらのことから、本研究で用いた測定機器によって得られた測定値

の再現性は高く、測定誤差は小さいものと判断した。 

 

D．身体各部の体脂肪率の増加及び減少の差の算出 

身体各部における体脂肪率の差については、12月の測定値から6月の測定値を引くことにより算出

し、増加群においては増加の差、減少群においては減少の差と定義した。 

 

E. 統計処理 

6月及び12月の体重、全身体脂肪量、全身体脂肪率、全身筋肉量、部位別の体脂肪率の平均値の差

の検定には、対応のあるt-testを用いた。また、増加群及び減少群における体脂肪率の増加及び減少

の差の部位間比較には、対応のある一元配置の分散分析を用いた。要因に有意な主効果が認められた

場合には、ホルムの多重比較を用いて有意性の検定を行った。いずれも有意水準は5%未満とし、これ

らの統計処理には、R.version3.0.0を用いた。 
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3-3. 結 果 

A. 全被検者における身体組成の変化 

Table 14に全被検者における6月と12月の体重、全身体脂肪量、全身体脂肪率及び全身筋肉量の

変化を示した。体重、全身体脂肪量及び全身体脂肪率において、6月より12月の方が高値を示し、有

意な増加がみられた。一方、全身筋肉量では、ほぼ同様の値を示し、有意な変化はみられなかった。 

 

B. 全被検者における体脂肪率の部位別変化 

Table 15に全被検者における体脂肪率の部位別変化を示した。腕部、脚部及び体幹部のすべての部

位において、6月より12月の方が高値を示し、有意な増加がみられた。 

 

C. IG及びDGにおける身体組成の変化 

 Table 16は IG及びDGにおける6月と12月の身体組成の変化を示したものである。IGでは体重、

全身体脂肪量、全身体脂肪率において、6月より12月の方が高値を示し、有意な増加がみられた。一

方、DGでは体重、全身体脂肪量及び全身体脂肪率において、6月より12月の方が低値を示し、有意な

減少がみられた。しかしながら、全身筋肉量においては、両群とも有意な変化はみられなかった。 

 

D. IG及びDGにおける体脂肪率の部位別変化 

Table 17 は IG 及び DG における体脂肪率の部位別変化を示したものである。IG では腕部、脚部及

び体幹部のすべての部位において、6 月より 12 月の方が高値を示し、有意な増加がみられた。一方、

DGでは腕部及び体幹部において、6月より12月の方が低値を示し、有意な減少がみられた。しかし、

脚部においてはほぼ同様の値を示し、有意な減少はみられなかった。 

 

E. IGにおける体脂肪率の増加の差の部位間比較 

 Fig.9に IGにおける体脂肪率の増加の差の部位間比較を示した。体幹部が最も高値を示し、腕部及

び脚部との間に有意な差異が認められた。また、腕部と脚部との間にも有意な差異が認められた。 

 

F. DGにおける体脂肪率の減少の差の部位間比較 

 Fig.10 に DG における体脂肪率の減少の差の部位間比較を示した。体幹部が最も高値を示し、腕部

及び脚部との間に有意な差異が認められた。また、腕部と脚部との間にも有意な差異が認められた。 
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3-4. 論 議 

A. 全被検者における身体組成の季節変化 

全被検者における 6 月と 12 月の身体組成を比較した結果、体重、全身体脂肪量及び全身体脂肪率

において、有意に増加する傾向がみられた。一方、全身筋肉量においては、全被検者では有意な変化

がみられなかった。これらの結果は、これまでの先行研究の結果(堀川ほか, 1998; 弓桁ほか, 2008, 

2010)とほぼ一致するものであった。つまり、全被検者における体重の増加は体脂肪量の増加によって

もたらされたことを意味している。皮下脂肪が冬季に増大し夏季に減少することは、気候の変動に対

して体温調節機能がより合理的に対応するためには合目的(石榑ほか, 1980)という指摘があるように、

体脂肪は寒さから身を守るための断熱材としての役割があり、季節差（山下ほか, 2005）がみられる。 

また、大学生の運動習慣について、藤原ほか(1990)は北陸地区の大学生を対象に秋季と冬季の日常

生活の運動の質と量の検討から、秋季に比べ冬季に運動量の減少がみられ、男女ともに体脂肪率が増

加し、除脂肪量が減少したことを報告している。本研究においても、被検者が全寮制生活をする地域

は標高約900mにあり、秋季から冬季にかけて気温は急激に低下し、夜には氷点下になることも珍しく

ない。したがって、冬季に運動量が減少してもおかしくない環境にあると考えられる。しかしながら、

本研究において全身筋肉量は有意な変化をみせていない。これまでの先行研究では、除脂肪量が増加

するとの結果(堀川ほか, 1998;弓桁ほか, 2008)や、逆に減少するという結果(弓桁ほか, 2010)もあ

り、一致した結果が得られていない。 

 

B. IG及びDGにおける体脂肪の部位別変化及び部位間差 

IG の 6 月と 12 月の体脂肪率を部位別に比較した結果、すべての部位で有意に増加する傾向がみら

れた。また、身体各部の体脂肪率の増加の差を部位間で比較した結果、体幹部が最も高値を示し、腕

部及び脚部との間に有意な差異がみられた。さらに、腕部と脚部の間にも有意な差異がみられた。こ

れらをまとめると、全身の体脂肪の増加は、身体のすべての部位の体脂肪が増加することによって生

じているものの、その増加は体幹部が最も多く、次に腕部、最後に脚部という部位差がみられること

を意味している。体脂肪の蓄積について、安部･福永(1995)は肥満者と痩身者の皮下脂肪量の比較から、

皮下脂肪が局所的にある部位に集中して蓄積することはありえないと報告しており、本研究の結果は

この報告と一致するものである。したがって、全身の体脂肪の増加は、身体のすべての部位に体脂肪

が蓄積することによってもたらされ、体脂肪が全く蓄積しない部位は存在しないと考えられる。  

一方、超音波法を用いて皮下脂肪厚から皮下脂肪分布を検討した湯浅･後藤(1993)は、推定総皮下脂

肪厚と皮下脂肪厚の回帰式の勾配が部位によって異なることから、総皮下脂肪量の増加にともなう皮
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下脂肪沈着には部位差があり、腹部が顕著であることを示している。また、体脂肪の増加の部位差に

ついては、体脂肪が体幹部へ付着しやすいこと(宮崎, 2011)が指摘されている。本研究においても、

体幹部の体脂肪率の増加は腕部及び脚部に比べ有意に高値を示しており、これらの指摘と一致した。

したがって、体幹部が体脂肪の最も増加しやすい部位であると考えられる。さらに、本研究では腕部

の方が脚部に比べ有意に高い体脂肪率の増加を示した。Murakami et al. (1999)は、体脂肪の蓄積の

仕方は3つに分類され、その１つに体幹と上腕に蓄積しやすいパターンがあることを示している。本

研究では上腕部、前腕部及び手部をまとめて腕部としているため、上腕部に限定した比較はできない

ものの、腕部も体脂肪が蓄積しやすい部位の１つであると推察される。 

一方、DG の 6 月と 12 月の体脂肪率を身体部位別に比較した結果、腕部及び体幹部では有意な減少

がみられたものの、脚部では有意な減少がみられなかった。また、身体各部の体脂肪率の減少の差を

部位間で比較した結果、体幹部が腕部及び脚部に比べて有意に減少し、腕部も脚部に比べて有意に減

少していた。これらの結果から、体脂肪の減少においても体幹部が最も高く、次に腕部、最後に脚部

という部位差が存在することになる。安部･福永(1995)は、若年女性を対象に3ヶ月間のトレーニング

により体脂肪率が低下した際の皮下脂肪の変化を検討した結果、低下率が最も大きかった部位は体幹

であり、大腿部や下腿部での低下率は非常に小さなものであったことを報告している。Desperes et 

al. (1985)も、20週間のトレーニングにより全身脂肪量が著しい減少を示した際の体幹と体肢の皮下

脂肪厚の比較から、体肢より体幹の方が減少率が大きく、皮下脂肪の減少には部位差があることを指

摘しており、本研究の結果はこれらの報告と一致するものである。したがって、体脂肪の減少にも部

位差がみられ、体幹部の体脂肪が最も減少しやすい部位であると考えられる。 

また、DGの脚部の体脂肪率は減少傾向を示すものの、有意な減少はみられなかった。局所の体脂肪

の減少について、北川(1991)は局所の筋運動へのエネルギーがその表在する皮下脂肪より供給される

ような、生理学的なエネルギー供給経路は考えられないとの見解を示している。三浦ほか(1999)も、

片脚の有酸素性脚自転車トレーニングによる運動部位の皮下脂肪の減少について検討し、トレーニン

グ脚の皮下脂肪が選択的に減少しないことを明らかにしている。本研究においても、DGは全身体脂肪

率が減少しているにもかかわらず、日常生活で最も使用する脚部の体脂肪率は有意に減少する傾向を

示していない。つまり、身体活動を行った際に使用した部位の体脂肪が、そのままエネルギー源とし

て利用されないと考えられる。また、本研究では体脂肪が増加傾向にある集団の中から、全身体脂肪

率の差の平均値－1標準偏差により減少群を設定した。6月から12月の全身体脂肪率の変化を両群で

比較した場合、IGが 3.9%増加しているのに対してDGは 1.3%の減少であった。したがって、DGの体脂

肪率の減少が IG の体脂肪率の増加と同程度であったならば、脚部においても有意な減少がみられる
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可能性も考えられる。このことも、DGの脚部の体脂肪率が有意に減少しなかった１つの要因と推察さ

れる。 

 

3-5. 要 約 

本研究では、一般女子大学生を対象に、全身及び身体各部の体脂肪の季節変化を検討するとともに、

体脂肪の季節変化の部位差を明らかにした。その結果、以下のような知見が得られた。 

 

1)全被検者における身体組成を6月と12月で比較した結果、体重、全身体脂肪量、全身体脂肪率に有

意な増加がみられた。一方、全身筋肉量においては有意な変化がみられなかった。これらのことか

ら、本研究の被検者は体脂肪の増加により体重の増加を示す集団であったと考えられた。 

 

2)IGにおいて、腕部、脚部及び体幹部のすべての部位で体脂肪率の有意な増加がみられた。したがっ

て、全身の体脂肪の増加は、身体のすべての部位に体脂肪が蓄積することによってもたらされ、体

脂肪が増加しない部位は存在しないと考えられた。一方、DGにおいて、腕部及び体幹部で体脂肪率

の有意な減少がみられた。また、脚部においては統計的に有意な減少はみられていないものの減少

傾向を示した。したがって、全身の体脂肪の減少は、身体のすべての部位の体脂肪が減少すること

によってもたらされ、体脂肪が減少しない部位は存在しないと考えられた。 

 

3)IGにおいて、体脂肪率の増加の差を部位間で比較した結果、体幹部が腕部及び脚部に比べて有意に

増加し、腕部も脚部に比べて有意に増加した。したがって、体脂肪は体幹部が最も増加しやすいと

考えられ、体脂肪の増加には部位差が存在することが示唆された。一方、DGにおいて、体脂肪率の

減少の差を部位間で比較した結果、体幹部が腕部及び脚部に比べて有意に減少し、腕部も脚部に比

べて有意に減少した。したがって、体脂肪は体幹部が最も減少しやすいと考えられ、体脂肪の減少

にも部位差が存在することが示唆された。これらのことから、体脂肪が増加しやすい部位は、体脂

肪が減少しやすい部位であると考えられた。 
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第4章 

 

研究Ⅲ:一般女子大学生の体型別にみたBMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響 

 

4-1. はじめに 

 これまでに、若年女性の体型別の体力に関する研究(永野, 1983；Bale et al., 1985；佐伯ほか, 

1999；太田・太田, 1990；上田・川原, 1998；徳田 ,2000；横山ほか, 2001)は、横断的な検討が主で

ある。また、BMIから体型別の体力を縦断的に検討した研究(齊藤・名雪, 2001)では、BMIの変化に伴

う体力の変化は示されているものの、BMI の変化が体脂肪量及び除脂肪量のどのような変化によって

もたらされたかは不明のままであり、BMI の変化が体力に及ぼす影響についても十分な知見が得られ

ていない。 

本研究では、一般女子大学生におけるBMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響を体型別に明らか

にすることを目的とした。 

 

4-2. 方 法 

A. 被検者 

 被検者は全寮制生活を送る一般女子大学生 1103 名(年齢：18.4±0.8 歳、身長：158.7±5.1cm、体

重：51.8±7.1kg、BMI：20.5±2.4kg/㎡)とした。なお、4月の測定の実施時期は、全寮制生活を開始

後１～2週間であり、被検者にはその間に1日約2000kcalの食事が毎日提供されていた。被検者には

あらかじめ研究の目的、測定方法、安全性、得られたデータに対する倫理的配慮及び使用方法につい

て口頭で十分な説明をした後、口頭による同意を得た。 

 

B. 被検者の分類 

 被検者の4月の身長及び体重からBMIを算出し、日本肥満学会のBMIによる体型判定基準（松澤ほ

か, 2000）を用いて、低体重(BMI＜18.5kg/㎡)、普通(18.5kg/㎡≦BMI＜25.0kg/㎡)、肥満(25.0kg/㎡

≦BMI)の 3群に分類した。さらに、各被検者における4月と12月のBMIの変化率を算出した。先行研

究(岩井ほか, 2008)に準拠して、算出したBMIの変化率が1%以上減少した群を減少群、BMIの変化率

が1%以上増加した群を増加群、BMIの変化率に1%以上の変化がみられなかった群を維持群として分類

した。なお、この基準により 4 月の BMI と 12 月の BMI の増減の度合いによって、被検者を低 BMI 減

少群(LD:Low BMI/Decreased BMI)、低BMI維持群(LM:Low BMI/Maintained BMI)、低BMI増加群(LI:Low 
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BMI/Increased BMI)、普通BMI減少群(ND:Normal BMI/Decreased BMI)、普通BMI維持群(NM:Normal 

BMI/Maintained BMI)、普通 BMI 増加群(NI:Normal BMI/Increased BMI)、高 BMI 減少群(HD:High 

BMI/Decreased BMI)、高 BMI 維持群(HM:High BMI/Maintained BMI)、及び高 BMI 増加群(HI:High 

BMI/Increased BMI)の 9群に分類した(Table 18)。 

 

C. 身長及び身体組成の計測 

身長は身長計(ST-2M, YAGAMI社製)を用いて測定した。体重、体脂肪率、体脂肪量及び除脂肪量の

測定は、体組成計(TBF-410, TANITA 社製, Fig11)を用いて両足間から 4電極の BIA 法により 4月と

12月に実施した。また、4月と12月の測定時間は同様の時間帯とし、貴金属をはずして測定した。 

 

D. BIA法によって得られる測定値の再現性と測定誤差 

 本研究では、BIA 法により得られる測定値の再現性を検討するために、一般女子大学生 9 名を対象

に連続 3 回の身体組成の測定を実施した。3 回の測定によって得られた各測定項目の測定値を対応の

ある一元配置の分散分析により検討した結果、3 回の測定値の間に有意な差異は認められなかった。

また、各被検者の3回の測定値の変動係数の平均値を算出した結果、すべての測定項目の変動係数が

0.5%未満であった(Table 19)。これらのことから、本研究で用いた測定機器によって得られた測定値

の再現性は高く、測定誤差も小さいと判断した。 

 

E. 体力テスト 

 体力テストは文部科学省の新体力テストを用いた。新体力テストの実施要項(文部科学省, online)

に従い、体力テスト 6 項目(20m シャトルラン、立ち幅跳び、反復横跳び、上体起こし、長座体前屈、

握力)を測定した。また、新体力テストの総合評価を行うため、項目別得点表に基づき、各項目の記録

を 10 点満点で得点に換算した。新体力テストの総合評価得点は、体力テスト 6 項目の各項目別得点

の合計得点を60点満点で算出した。なお、体力テストは身長及び身体組成の測定と同日に実施した。 

 

F. 統計処理  

4月のBMIに基づいた3群(低体重、普通、肥満)に、12月に至るまでの9ヶ月間のBMIの変化に基

づいた3群(減少、維持、増加)を掛け合わせた9群について、4月と12月の身体組成、体力テストの

総合評価得点及び各体力テスト項目を比較した。各項目における4月と12月の平均値の差の検定に 

は、対応のあるt-testを用いた。いずれも有意水準は5%未満とした。また、本研究では各項目の4月 
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と12月の平均値と標準偏差を用いて効果量を算出し、平均値の差の検定の客観的な検証をした。出村

ほか(2007)の効果量の解釈表に基づき、効果量が0.2以下のものについては、統計的な有意差がみら

れた場合でも現象として意味のない差と判断した。 

 

4-3 結 果 

A. 身体組成の変化 

Table 20は体重及び体脂肪率の変化を示したものである。体重では、LI、NI及びHIで有意な増加

がみられた。一方、LD、ND及びHDでは有意な減少がみられた。体脂肪率では、LI、NI及びHIで有意

な増加がみられ、LD、ND及びHDでは有意な減少がみられた。 

Table 21に体脂肪量及び除脂肪量の変化を示した。体脂肪量では、LI、NI及びHIで有意な増加が

みられた。一方、LD、ND及びHDでは有意な減少がみられた。除脂肪量では、LI、NI及びHIで有意な

増加がみられた。 

 

B. 体力の総合評価得点の比較 

 Table 22は体力の総合評価得点の変化を示したものである。LI、ND、NM、NI及びHDで体力の総合

評価得点に有意な増加がみられた。一方、LD、LM、HM 及び HI では体力の総合評価得点に有意な変化

がみられなかった。 

 

C. 体力テスト項目の変化 

 Table 23に 20mシャトルラン及び立ち幅跳びの変化を示した。20mシャトルランでは、ND、NM及び

HDで有意な記録の向上がみられた。立ち幅跳びでは、各群に有意な記録の変化はみられなかった。 

 Table 24は反復横跳び及び上体起こしの変化を示したものである。反復横跳びでは各群に有意な記

録の変化がみられなかった。上体起こしでは、LI、ND、NM及びHDで有意な記録の向上がみられた。 

Table 25に長座体前屈及び握力の変化を示した。長座体前屈では、HDで有意な記録の向上がみられ

た。握力では、LI、NM及びNIで有意な記録の向上がみられた。 

 

4-4 論 議 

A. 低体重体型及び肥満体型の改善と身体組成及び体力の変化 

低体重体型及び肥満体型が改善したLIと HDでは、体力の総合評価得点に有意な増加がみられた。

これらの結果は、青年男性を対象とした先行研究の結果(岩井ほか, 2008)と一致するものであった。 



54 
 

 

 

 

 

 

 



55 
 

 

 

 

 

 

 



56 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



57 
 

 

 

 

 

 

 



58 
 

 

 

 

 

 

 



59 
 

 

 

 

 

 

 



60 
 

すなわち、低体重体型及び肥満体型が改善された場合には、体力の総合評価得点が増加することを示

している。体力の総合評価得点が増加した2群の記録が向上した体力テスト項目をみてみると、低体

重体型が改善した LI では筋持久力と筋力を評価する上体起こしと握力の 2 項目が向上した。また、

LIの身体組成の変化をみると、体脂肪量と除脂肪量の有意な増加に伴い体重が増加している。除脂肪

量と筋力の間には相関関係がみられること(北川, 1991)はよく知られており、除脂肪量の増加は握力

のような体重移動を伴わない筋力発揮においては有利に働くため、握力が向上したと考えられる。ま

た、安部・福永(1995)によれば、腹筋の厚さと上体起こしの回数には有意な相関関係が認められると

ともに、上体起こしの回数に体重を掛け合わせた仕事量と腹筋の筋厚にはより密接な関係が認められ

ている。本研究のLIでは、上体起こしを行う上でプラスに作用する除脂肪量の増加と、マイナスに作

用する体脂肪量の増加が共にみられている。LIの上体起こしの平均変化量は1.3回であり、効果量も

それほど高値を示しておらず、除脂肪量と体脂肪量の増加が上体起こしに及ぼす影響を少なからず相

殺させたのではないかと推察される。 

 一方、肥満体型が改善したHDでは、全身持久力、筋持久力、柔軟性を評価する20mシャトルラン、

上体起こし、長座体前屈の3項目が向上した。HDの身体組成の変化をみると、除脂肪量を維持したま

ま体脂肪量が有意に減少したことにより、体重が減少している。体重を負荷として水平移動を伴う体

力テスト項目は、体脂肪が負荷となり不利に働くこと(北川, 1991；金ほか, 1992;足立ほか, 2007)が

指摘されている。すなわち、除脂肪量を維持したまま体脂肪量が減少するような体重の減少は理想的

なものであり、20m シャトルランのような項目には特に有利に働いたと考えられる。また、体幹の体

脂肪が最も減少しやすい(Despres et al., 1985;宮崎, 2011；弓桁, 2015)との報告があるように、

HDの体幹部の体脂肪量が他の身体部位の体脂肪量に比べてより顕著に減少したとするならば、連続し

て腹部を屈曲させる上体起こしに対してプラスに作用した可能性が推察される。さらに、永野(1983)

は柔軟性が肥満因子から独立したものであることを指摘しており、長座体前屈の記録の向上は身体組

成の変化による影響ではなく、運動習慣の影響を受けたと推測される。 

鈴木・立身(1993)は、体脂肪率と身長あたりのLBMの組み合わせから被検者を9群に分類して体力

を比較した結果、標準的な体脂肪率で身長あたりのLBMが高い群が最も高い体力水準を有しており、

適度な体脂肪量と多めの除脂肪量をもつことが、良好な体力水準を保つ必要条件であることを示唆し

ている。したがって、体脂肪量と除脂肪量の両方を増加させたことで低体重が改善したLIと、除脂肪

量を維持しながら体脂肪量を減少させたことで肥満が改善した HD の体型は、良好な体力水準を保つ

体型に近づいたと考えられ、体力が向上したと推察される。 
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B. 普通体型における身体組成及び体力の変化 

ND、NM及びNIにおいて記録が向上した体力テスト項目をみると、NDでは20mシャトルラン、上体

起こしの2項目、NMでは20mシャトルラン、上体起こし、握力の3項目、NIでは握力の1項目であっ

た。これら3群の身体組成の変化をみると、NDでは体脂肪量の有意な減少により体重が減少している

のに対し、NIは体脂肪量と除脂肪量の有意な増加により体重が増加している。また、NMでは体脂肪量

と除脂肪量は変化しておらず、体重も変化していない。先の鈴木・立身(1993)の報告によれば、適度

な体脂肪量と多めの除脂肪量をもつことが良好な体力水準を保つ必要条件であるという。普通体型の

3 群は体脂肪量が有意に増減しているものの、体脂肪率は低体重と判断される 20.0%未満や肥満と判

定される30.0%以上(厚生労働省, online)には至っておらず、いずれの群でも除脂肪量の有意な減少

はみられていない。このことから、ND、NM 及び NI は体力発揮に適した体型の範囲にあると考えられ

る。本研究の被検者は大学1年生の女子であることから、自然発育が体力の向上に影響したとは考え

にくく、9 ヶ月間の運動習慣が体力の向上に影響したと推察される。しかしながら、被検者の運動習

慣の実態は把握しておらず、詳細については不明である。また、被検者の約 30%にあたる 325 名が浪

人生活を経験しており、受験勉強による運動不足から入学時の4月の時点では体力の低下や体型が変

化した状況であったと考えられる。したがって、体力が向上したというよりは、以前の体力水準に回

復したと考えるほうが適切かも知れない。 

 

B. 低体重体型及び肥満体型の維持・進行と身体組成及び体力の変化 

体力の総合評価得点に変化がみられず低体重体型及び肥満体型が進行した LD と HI、低体重体型及

び肥満体型が維持されていたLMと HMは、すべての体力テスト項目において有意な記録の変化がみら

れなかった。低体重体型が進行したLDの身体組成の変化をみると、体脂肪量の有意な減少に伴い体重

が減少しているものの、除脂肪量に変化がみられていない。したがって、LDは除脂肪量を維持しなが

ら、負荷となる体脂肪量を有意に減少させており、体力に対してプラスに作用するはずであるが、体

力テストの記録は1項目も向上していない。体型と体力を横断的に検討した研究(鈴木・立身, 1993；

徳田, 2000；齊藤・名雪, 2001；足立ほか, 2007)によれば、低体重体型で体脂肪率が低い者は筋力だ

けでなく体重移動を伴う体力測定項目の記録も低く、その要因が除脂肪量の少なさにあることが指摘

されている。本研究のLDもこれらの指摘を支持するものであり、低体重体型で除脂肪量の絶対量が少

なすぎると、体脂肪量が減少するというプラスの作用を体力に反映できないと考えられる。 

 一方、低体重体型を維持したLM、肥満体型を進行させたHIの身体組成の変化をみると、LMでは体

脂肪量及び除脂肪量とも有意な変化を示していない。同様に HI では体脂肪量の有意な増加に伴う体
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重の増加がみられており、除脂肪量には変化がみられていない。これら2群の身体組成の変化には体

力に対してプラスに作用する要因がなく、体力テストの記録の向上がみられないのは当然の結果と考

えられる。しかしながら、HMでは体脂肪量が有意な変化なしに除脂肪量が有意に増加しているにも関

わらず、体力テストの記録が1項目も有意に向上する傾向はみられていない。HMは他の群と比較して

も極めて被検者数が少ないことからも、今後さらに検討する必要があると考えられる。 

 

4-5 要 約 

 本研究では、一般女子大学生におけるBMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響を体型別かつ縦断

的に明らかにした。その結果、以下のような知見が得られた。 

 

1)LI 及び HD において、体力の総合評価得点に有意な上昇がみられた。したがって、低体重体型及び

肥満体型の改善は体力の向上に影響を及ぼすことが示唆された。 

 

2)ND、NM 及び NI において、体力の総合評価得点に有意な上昇がみられた。したがって、普通体型で

はBMIの増減に関係なく体力が向上していた。 

 

3)LD、LM、HM 及び HI において、体力の総合評価得点に有意な変化がみられなかった。したがって、

低体重体型及び肥満体型の維持・進行は体力の向上に影響を及ぼさないことが示唆された。 
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第5章 

 

総括論議 

 

5-1. BMIと体脂肪率の併用による体型評価 

 研究Ⅰでは、BMI と体脂肪率の 2 つの指標を用いて被検者の体型を評価し、6 つの体型群で体脂肪

分布に違いがみられるかを検討した。体型を評価する際に用いたBMIと体脂肪率の関係については、

女子大学生を対象とした先行研究(Yamagishi et al., 2002; 宮元ほか, 2016)で有意な相関関係がみ

られることが報告されている。本研究においても、全被検者におけるBMIと体脂肪率の関係を検討し

た結果（Fig.12）、両者には有意な相関関係が認められ（r=0.890, p<0.05)、先行研究の結果と一致す

るものであった。しかしながら、各体型群でBMIと体脂肪率の関係を検討した場合、どのような関係

を示すかは明らかになっていない。そこで、BMI と体脂肪率の関係を各体型群で検討し、その結果を

Fig.13からFig18に示した。すべての体型群において、BMIと体脂肪率に有意な相関関係が認められ

た。しかしながら、各体型群で得られた相関係数をみてみると、HBHF では高い相関係数(r=0.781, 

p<0.05, Fig.18)が得られているものの、LBLF、LBNF及びNBHFでは中程度の相関係数(LBLF:r=0.594, 

Fig.13, LBNF:r=0.500, Fig.14, NBHF:r=0.661, Fig.17, いずれもp<0.05)であり、NBNF及びNBPFで

は低い相関係数(NBNF:r=0.364, Fig.15, NBPF:r=0384, Fig.16, いずれもp<0.05)であることから、

各体型群で相関係数が異なる結果がみられた。特に NBNF 及び NBPF では、BMI と体脂肪率の間に有意

な相関関係が認められたものの、相関係数は0.3程度であることから、両者の関係は強いとはいえず、

BMI が体脂肪率を反映しない可能性が大きくなると考えられる。これらのことから、体型を評価する

際に BMI のみを指標として用いるのではなく、BMI と体脂肪率を併用することで、より正確な体型評

価が可能になると考えられる。 

 

5-2. 若年女性の痩身願望と自己の体型評価 

若年女性の痩身願望は、日本だけではなく世界中の若い女性に見られる現象（菅原・曽根, 2010）

であるが、痩身願望が深刻化すると拒食症や過食症といった摂食障害を招く恐れがある。また、日本

ではやせ型妊婦の増加に伴う低出生体重児の増加も深刻な問題となっている(中山・安達, 2015)。日

本の若年女性の理想体型は、体幹は短く細く、体肢は長く細く、身長は高く、体重は軽いことであり、

身体の高さ・長さよりも太さに関する意識が強い(植竹, 1988)という。また、鈴木・菅原(2017)は日本

人女性が望んでいる痩身とは、単純に華奢な体型ではなく、ウエストが引き締まりメリハリが効いて 
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いて、バストが大きいグラマラスな体型を理想像としていることを明らかにしている。しかしながら、

研究ⅠのLBLFの体脂肪分布(Table 11)をみると、総体脂肪量のおよそ60%が脚部、35%が体幹部、5%

が腕部に分布している。すなわち、実際の痩身体型(LBLF)の者は、体幹部や腕部に比べて脚部に多く

の体脂肪が分布していることを意味しており、日本人女性が理想とする痩身体型とは異なるものと考

えられる。 

また、研究Ⅱの結果から、体脂肪の減少には部位差が存在しており、脚部、腕部、体幹部の順で体

脂肪が減少しやすい(Fig.10)が、体脂肪が全く減少しない身体部位はなく、どの身体部位からも体脂

肪が減少することが明らかとなった(Table 17)。先行研究においても、ヒトの体脂肪を部分的に減少

させることはできないこと(倉田ほか, 1998; 三浦ほか, 1999)が指摘されている。すなわち、普通体

型や肥満体型の若年女性が食事制限のみのダイエットをしたとしても、日本人女性が理想とするよう

な痩身体型になることは困難であると推察される。福永(2009)は、部分痩せを望むより筋肉を鍛え身

体を引き締めることによりサイズを小さくすることの有効性を示唆している。したがって、日本人女

性が理想体型に近づき、その体型を長期間に渡り維持するという観点からも、トレーニングにより筋

肉を鍛えることが重要であると考えられる。 

 一方、先行研究において、日本人若年女性が自己の体型を太めに過大評価する傾向にあることが報

告されている(楠ほか, 2000; 藤瀬ほか, 2018)。これらの報告によれば、BMIで低体重傾向もしくは

普通体型に分類される若年女性が、自己の体型を「太っている」と認識し、「もっと痩せたい」という

痩身願望をもっているのに対して、BMI で低体重体型及び低体重傾向に分類される若年女性は、自己

の体型を「普通」と認識し、大半は自己の体型に満足しているという。また、このような自己の体型

認識を日本人若年女性と欧米人若年女性で比較した結果、自己の体型を「太め」と評価した日本人若

年女性は75.4%、欧米人若年女性は32.1%であり、両者に有意差が認められた(藤瀬, 2003)という。し

たがって、日本人若年女性と欧米人若年女性の自己の体型認識の違いは、大きいものであると考えら

れる。これらの先行研究において、自己の体型を「太っている」と認識している低体重傾向や普通体

型の日本人若年女性の体脂肪率が明らかにされておらず、体脂肪率から被検者の体型を判断すること

はできない。しかしながら、研究Ⅰにおいて、NBPF及びNBHFに分類される被検者が全体の64.0%存在

していたこと(Table 5)や、永井ほか(2006）の報告でも正常体重肥満傾向及び正常体重肥満の被検者

が 49.5%存在していたことを考慮すると、先行研究で自己の体型を「太っている」と認識している若

年女性の中には、体脂肪率で普通体型の者だけではなく、正常体重肥満傾向や正常体重肥満の者が多

く含まれていることが推測される。したがって、正常体重肥満傾向や正常体重肥満の者が「太ってい
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る」と自己の体型を認識し、「もっと痩せたい」と考えているとすれば、若年女性の痩身願望は理解で

きるかも知れない。しかし、体脂肪率で普通体型の者が「太っている」と自己の体型を認識し、「もっ

と痩せたい」と考えているとすれば、その痩身願望は健康的な身体を維持する上で危険なものだと考

えられる。これらのことから、若年女性に自己の体型を正しく評価させるためには、BMI だけを用い

て体型を評価するだけでは不十分であり、BMI と体脂肪率を併用して体型を評価することが重要だと

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



73 
 

第6章 

 

結 語 

 

本研究では、一般女子大学生を対象として、体型別にみた体脂肪分布の特徴、体脂肪の季節変化の

部位差、体型別にみたBMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響を検討し、体型と身体組成の関係を

明らかにするとともに、BMI と体脂肪率による体型評価について検討した。得られた主な知見は、以

下のとおりである。 

 

研究Ⅰ:総体脂肪量に占める身体各部の体脂肪量の割合から体脂肪分布をみると、肥満(高BMI高体脂

肪)の者ほど体幹部に体脂肪が分布し、低体重(低 BMI 低体脂肪)の者ほど脚部に体脂肪が分布

していることから、体型間で体脂肪分布に違いがあることが明らかとなった。 

 

研究Ⅱ:体脂肪の季節変化において、体脂肪率の増加及び減少を身体部位間で比較した場合、体幹部の

体脂肪が最も増加及び減少しやすいことから、体脂肪の増減には部位差が存在することが明ら

かとなった。 

 

研究Ⅲ:低体重体型及び肥満体型の改善は、体力の向上に影響を及ぼすことが示唆された。 

 

 以上の知見を踏まえて総括論議をした結果、若年女性が理想とする痩身体型と実際の痩身体型は異

なるものと考えられた。また、若年女性に自己の体型を正しく評価させるためには、BMI と体脂肪率

を用いて体型を評価することが重要であると考えられた。 
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